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推進標語
「道路ふれあい月間」

『 

ゆ
ず
り
あ
い

日
本
の
美 

』

道
路
で
示
す

４ ６
631

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
74

回
定
時
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
金
子
健
次
副
会
長
（
福
岡

県
柳
川
市
長
）
が
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

議
長
に
は
檜
山
俊
宏
筆
頭
副

会
長
（
広
島
県
議
会
議
員
）
を

指
名
し
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

は
じ
め
に
令
和
３
年
度
事
業
報

告
、
同
収
支
計
算
書
が
審
議
さ

れ
た
。
続
い
て
、
役
員
の
一
部

改
選
、
令
和
４
年
度
事
業
計

画
、
同
収
支
予
算
書
及
び
会
費

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
本
年
10
月
20
日
（
木
）

に
北
海
道
で
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
第
72
回
全
国
大
会
に
つ

い
て
千
葉
英
也
副
会
長
（
北
海

道
議
会
議
員
）
か
ら
大
会
及
び

道
路
視
察
な
ど
準
備
状
況
に
関

す
る
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

定
時
総
会
は
休
憩
を
は
さ
ん

で
再
開
さ
れ
、
古
賀
誠
会
長
が

挨
拶
を
行
い
、
続
い
て
、
斉
藤

鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
中
根
一

幸
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
よ

り
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

ま
た
来
賓
と
し
て
、
国
会
議

員
、
国
土
交
通
省
道
路
局
幹

部
、
高
速
道
路
会
社
幹
部
な
ど

の
ご
出
席
を
頂
い
た
。

　

続
い
て
、
全
国
道
路
利
用
者

会
議
を
代
表
し
て
楠
瀬
賢
一
副

会
長
（
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

シ
ー
連
合
会
常
任
理
事
）
が
意

　

本
日
は
、
実
に
３
年
ぶ
り
に

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
74
回

定
時
総
会
を
会
員
、
ご
来
賓
の

皆
様
に
一
堂
に
会
し
て
い
た
だ

き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
大
変
、
感
激
を

い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
特
に
本
日
は
大
変
ご

多
忙
の
中
に
、
斉
藤
国
土
交
通

大
臣
を
は
じ
め
、
副
大
臣
、
政

務
官
、
３
役
の
皆
様
、
中
根
衆

議
院
国
土
交
通
委
員
長
に
も
ご

出
席
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

日
頃
の
ご
指
導
・
ご
支
援
に
感

謝
い
た
し
ま
す
と
同
時
に
、
あ

ら
た
め
て
ご
出
席
の
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
お
集
ま
り

の
全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
会

員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、

各
班
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、

大
変
熱
心
に
そ
し
て
真
剣
に
、

ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て

こ
の
機
会
に
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

す
で
に
大
勢
の

国
会
議
員
の
先
生

が
お
見
え
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
先

生
方
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
本
年
度
の
当
初
予
算
、

１
０
７
兆
６
０
０
０
億
円
の

大
型
予
算
が
成
立
い
た
し
ま

し
た
。
道
路
関
係
予
算
は
、

２
兆
１
１
０
０
億
円
と
大
き
な

額
を
獲
得
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
申
す

ま
で
も
な
く
、
道
路
は
社
会
経

済
活
動
の
活
性
化
、
ま
た
日
々

を
暮
ら
す
我
々
国
民
の
安
全
と

安
心
を
守
る
た
め
の
根
幹
的
社

会
イ
ン
フ
ラ
だ
と
い
う
こ
と

は
、
ご
案
内
の
通
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、

今
回
で
74
回
目
の
総
会
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
数
字
が
示
す
通

り
、
大
変
長
い
歴
史
の
あ
る

会
議
で
ご
ざ
い
ま
す
。
「
道

は
命
」
、
「
道
は
国
の
力
な

り
」
、
を
基
本
理
念
と
い
た
し

ま
し
て
設
立
さ
れ
、
今
日
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
先
人

や
先
達
の
英
知
に
学
び
、
我
々

が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
道

路
整
備
と
は
、
ど
う
い
う
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

そ
し
て
、
未
来
に
対
し
、
ど
う

い
う
架
け
橋
を
残
す
べ
き
な
の

か
、
こ
う
し
た
こ
と
を
し
っ
か

り
と
考
え
な
が
ら
、
そ
し
て
困

難
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
で
き
る
だ
け
早
く
実
現
し

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我

々
の
責
務
を
し
っ
か
り
果
た
し

て
い
く
と
い
う
責
任
と
覚
悟
を

持
つ
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
道
路
利
用
者
会
議

は
、
道
路
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
事
業
者
の
方
々
の
意
見
を
、

ど
う
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
本
日
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
、
日
本
バ
ス
協
会
、

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連

合
会
な
ど
、
事
業
者
を
代
表
す

る
皆
様
に
も
お
見
え
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ

う
し
た
方
々
の
視
点
に
立
っ

て
、
道
路
整
備
は
利
用
し
て
い

た
だ
く
方
々
の
期
待
に
応
え
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
、
そ

し
て
実
現
し
て
い
く
、
と
い
う

大
き
な
使
命
が
あ
る
こ
と
を
心

に
留
め
る
べ
き
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
続
く
多

事
多
難
な
日
々
で
あ
り
ま
す
け

れ
ど
も
、
本
日
こ
こ
に
掲
げ
て

い
ま
す
多
く
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
皆
様
と
一
緒
に
今

年
も
し
っ
か
り
と
実

現
し
、
国
土
強
靭
化

の
一
翼
を
私
ど
も
が

担
っ
て
い
く
と
い
う

決
意
の
も
と
、
今
年

一
年
、
会
員
一
同
、

ご
来
賓
の
皆
さ
ん
の

ご
指
導
の
中
で
期
待

に
応
え
て
い
く
年
に

し
た
い
と
決
意
を
新

た
に
い
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

防災・減災、国土強靱化の計画的な事業推進を！

会
長
挨
拶

古
賀
　
誠
全
国
道
路
利
用
者
会
議

会
長

第
74
回
定
時
総
会
開
催

見
発
表
を
行
い
、
坂
本
克
己
副

会
長
（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
）
が
決
議
を
朗
読
し
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

定
時
総
会
終
了
後
、
採
択
さ

れ
た
要
望
書
を
持
ち
、
国
会
議

員
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
っ

た
。《

２
・
３
面
に
関
連
記
事
》

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
去
る
５
月
17
日
（
火
）
、
東
京
「
砂
防
会
館
別
館　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
」
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
関
係
者
約
５
０
０
名
が

参
加
し
、
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
大
臣
、
中
根
一
幸
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
の

ご
臨
席
の
下
、
第
74
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
計
算
書
、
役
員
の
一
部
改
選
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
書
な
ど
を
審
議
し
た
。
さ
ら
に
道
路
整

備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
の
創
設
を
求
め

る
等
の
決
議
を
採
択
し
、
国
会
議
員
に
要
望
し
た
。

決　

議

　

次
に
掲
げ
る
項
目
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
に
必
要
な

予
算
・
財
源
を
確
保
し
、
計
画
的
に
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
５

か
年
加
速
化
対
策
後
も
予
算
・
財
源
を
通
常
予
算
と
は
別
枠
で
確
保
し

て
、
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と

一
、
災
害
へ
の
備
え
及
び
観
光
等
の
経
済
活
動
復
興
の
た
め
、
人
流
・
物
流

の
活
性
化
に
向
け
た
高
規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
四

車
線
化
等
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

一
、
重
要
物
流
道
路
の
整
備
推
進
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

一
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の
渋
滞
対
策
の
推

進
、
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
機
能
強
化
及
び
公
共
交
通
の
維
持
・
支
援

一
、
高
速
道
路
料
金
に
つ
い
て
、
利
用
に
応
じ
た
料
金
制
度
と
し
つ
つ
、
事

業
者
向
け
割
引
の
継
続
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
施
設
の
充
実

一
、
子
供
達
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
通
学
路
等
の
交
通
安
全
対
策
の

強
化
・
推
進
と
必
要
な
予
算
の
継
続
的
な
確
保

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
・
管
理
が
長
期
安
定
的
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
令
和
五
年
度
道
路
関
係

予
算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

全
国
道
路
利
用
者
会
議

第
七
十
四
回
定
時
総
会


